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1 排出削減事業者の情報 

排出削減事業者 

会社名 阿賀町 

排出削減事業を実施する事業所  

事業所名 阿賀町立津川小学校 

住所 新潟県東蒲原郡阿賀町津川 3234 番地 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 

排出削減事業共同実施者名 株式会社ＦＴカーボン 

 

 

 

 

2 排出削減活動の概要 

2.1 排出削減事業の名称 

木質バイオマスボイラの新設プロジェクト 

 

2.2 排出削減事業の目的 

木質バイオマスボイラ 1 台を新設する。木質バイオマスを利用することによって、A 重油を利用する

場合に比べて CO2排出量を削減する。 

 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

木質バイオマスはカーボンニュートラルが適用され、CO2 を実質的に排出しないものとみなされるた

め、新設ボイラの燃料として A重油を利用する場合に比べて、CO2排出量を大幅に削減する。 

 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 

□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 

■はい 

□いいえ 

 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

排出削減事業共同実施者を丸紅株式会社から株式会社ＦＴカーボンに変更。 
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3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2009年 11月  9日 

 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 

2012年 12月 1日 ～ 2013年 3月 31日 

 

 

 

4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号方法論番号方法論番号方法論番号    方法論名称方法論名称方法論名称方法論名称    

００１－Ａ ボイラーの新設 

 

4.2 活動量 

4.2.1 活動量・原単位 

 活動量・原単位は採用しない。 

 

4.2.2 活動量の採用根拠 

活動量は採用しない。 

 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

バイオマスボイラ及びボイラから暖房の供給を受ける設備 
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6 排出削減量の計算 

 

6.1 事業実施後排出量 

 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

    

EMPJ 0.0 (t-CO2) 

 

6.2 ベースライン排出量 

 

   活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

30 (t) 

81.3 (%) 

76.0 (%) 

19.1 (GJ/t) 0.01890 (tC/GJ)  

EMBL 42.5 (t-CO2) 

 

6.3 リーケージ排出量 

 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

   0 

    

LE 0 

 

6.4 温室効果ガス排出削減量 

項目項目項目項目    記号記号記号記号        

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 42.5 

事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 0.0 

リーケージ排出量    (7.3) LE 0 

温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出削減量排出削減量排出削減量排出削減量        ERERERER    42424242    
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